
新・ 日本史入門 近代から現代へ  (第 1回) 2011年 1月 8日
第一次世界大戦

1,辛亥革命と大正政変
辛亥革命

辛亥革命 :孫文 (中国同盟会)一 三民主義→ 1912年清滅亡、中華民国成立 (南京 )

哀世凱 (軍閥)が大総統ヘ

大正政変

桂園時代―政局の安定―桂太郎 (長州、藩閥・官僚)と西園寺公望 (立憲政友会 )

第 2次西園寺内閣 :陸軍 2個師団の増設―否認→陸相辞任―後任補充出来ず―辞任

第 3次桂内閣 :政党 。議会無視の態度                  1912
←第 1次護憲運動=「閥族打破・憲政擁護」。大養毅 (立憲国民党)。 尾崎行雄
→倒閣=大正政変                     (立 憲政友会)

山本権兵衛内閣 (立憲政友会を与党):シーメンス事件で倒閣

第 2次大隈内閣 (立憲同志会の支持)の組閣 → 民衆の政治的な動きの活発化
2,第一次世界大戦
第一次世界大戦の勃発― 英と独の対立
1882年三国同盟←→露仏同盟十三国協商  【資料 1】 【テキス トp269】
1914年一サラエボでオース トリアの皇位後継者夫妻が暗殺

→オース トリアがセルビアに宣戦布告

露・仏 。英がセルビア側←→独がオース トリア=第一次世界大戦
日本の参戦と中国侵略の強化 ―政治や経済の行き詰まりの打開―参戦へ  【資料 2】
1914年、日英同盟を回実に参戦→中国や南洋諸島のドイツ拠点を攻撃

1915年、中国に「21か条の要求」=ドイツ権益の譲渡、南満州での権益の拡大、
‐
日本人顧間の採用ァ、国の反発

→最後通牒→中国の受諾=国恥記念日 【資料3】
1916年、第 4次 日口協》満州での既得権益の相互承認など

1917年、石井―ランシング協定  【資料 4】
=米に中国市場の門戸開放 。機会均等←→日の満州における特殊権益

ロシア革命とシベリア出兵

1917年、ロシア革命―レーニンが社会主義政権 (ソ ヴィ土 卜)を樹立→独らと単独
列強 :ソ ヴィエ ト政府に軍事介入                講和
→ 日、シベリヤ出兵・連合国撤退後も駐留 (22年 まで、約 7万人、p270)

ソヴィエ ト社会主義共和国連邦の成立→A・ Aの植民地や従属国に大きな影響
独 :1918年 に革命 (皇帝退位・共和制樹立)→独の敗北一大戦の終結

.  第一次世界大戦=総力戦 。新しい兵器、死者 900万人、負傷者 2000万人
3,大戦後の社会と社会運動
大戦景気と米騒動

大戦景気 :債務国から債権国へ ←大戦前 11億の債務、1920年 28億の債権国
・ ・米向けの生糸、・アジア市場への綿糸 。綿布、・ヨーロッパ向けの章需品
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工業の発展―船舶不足による造船業・海運業、←製鉄所、電力需要の急増

米騒動 :大戦景気による物価上昇、シベリア出兵による米価高騰 【資料 5】 【p2741

富山県の主婦が峰起―全国へ (1道 3府 38県、38市 153町 177村 )

→報道の禁止・軍隊出動へ 鎮圧→寺内内閣退陣―原敬内閣の成立

原内閣と普選運動の高まり

原敬内閣=本格的な政党内閣 (政友会)、 衆議院議員―平民宰相

―陸・海・外務大臣以外の閣僚を立憲政友会から

一中国との関係改善 。英米との協調・積極政策

1919年、普選運動の展開→内閣 :直接税を 10時→ 3円に、        →暗殺

1920年、男子普通選挙法案が国会へ、政府 :時期尚早として総選挙、政友会の圧勝

労働運動 。社会運動の高揚

労働運動 :初のメーデー (1920)、 友愛会 (1921、 鈴木文治ら、労使協調 )

→ 日本労働総同盟に発展 (1921)

農民運動 :小作争議の頻発、日本農民組合結成 (1922)

女性運動 :青轄社 (19H)→新婦人協会 (1920)→婦人参政権獲得運動

部落解放運動 :全国水平社 (1922)【 資料 6】 →部落解放同盟 (1950)

社会主義運動 :日 本社会主義同盟 (1920)、 日本共産党 (1922)

その他 :革新的な啓蒙団体―新人会  国家主義―北一輝・大川周明
4,国際協調の時代
パリ講和会議 → 1919年 パリ平和会議

民族自決の原則―東欧諸国などの独立→朝鮮でも三 。一独立運動

日 (全権西園寺公望ら)-5大 国の 1つ として参加           【資料 7】

山東半島η旧独権益の承認
←中国、大規模な反国民族運動 (五・四運動)

赤道以北、旧独領南洋諸島の統治権               【資料 8】

1919年  ヴェルサイユ条約一ヴェルサイユ体制
*独の軍備制限 。巨額な賠償金の支払い

*国際連盟の成立 (1920年 一米ウィルソン)→ 日、常任理事国、

*国際労働機関 (lLO、 1919年 )

ワシントン体制一米主導による東アジア・太平洋地域における新たな国際秩序

ワシントン会議 (1921～ 22)              【資料 9・ 10・ H】

*4カ 国条約一日・米・英・仏、太平洋諸島の安全保障、一日英同盟の廃棄
*5カ 国条約-4カ 国に伊、ワシントン軍縮条約
*9カ 国条約一中国の主権・独立・領土保全の尊重

中国に対する機会均等と門戸開放の原則

欧米との協調外交―山東省における旧独権益を中国に返還

協調外交の展開

幣原外交 :外務大臣幣原喜重郎―米との協調

日ソ基本条約 (1925)、  中国 :武力的干渉を避け外交交渉ヘ

国内 :海軍に続いて陸軍の軍縮も

国家主義団体→協調外交や軍縮政策への不満も
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【資料 11
_  三国同盟 と三国協商
1882(明治15)年に成立した三国同

盟は,1902(明 治35)年イタリアとフ

ランスの間に秘密協定が結ばれたた

め,実質的にはドイツ .オーストリ

アの2国同盟となった。イタリアは

大戦勃発の翌年,三国同盟を破棄し
連合国側に立って参戦する。一方, ▲二国同盟・三国協商と日本
三国協商は英仏協商(1904)と 英露協商(1907)に ょる英仏露3国の和親友好関係で,露仏同盟(1891),日
英同盟(1902)・ 日露協約(1907)・ 日仏協約(1907)に よって二重二重に補強されていた

【資料 10】
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【資料 5】 【資料4】【資料 7】【r答イ斗8】

①太平洋諸島に対する相互の

権利尊重と現状維持

②加盟国の一つが他の権利を

侵害したときは他の 3国に

より共同制裁

③日英同盟廃棄

【資料 6】

九が国条約(1,24112)

英・米 日・仏・伊・中・蘭
・ベルギ=・ ボル トガル

①中国の主権・独立・領土保

全の尊重

②中国における列国の商工業

上の機会均等

③日本の中国における特殊の

地位の否認

④石井 ランシング協定廃棄

【資料 H】
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な
さ

さ
な
か
っ
た
事
実
は
、
夫
等
の
す
べ
て
が
我
々
に
よ

た
罰
で
あ
つ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
間
を
　
・

口さ
せ
た
こ
と
を
想

へ
ば
、
此
際
我
等
の
中
よ
り
人
間

を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
解
放
せ
ん
と
す
る
者
の
集
団
運
動
を
起
せ
る
は
、
『
ろ
必
然
で
あ
あ
。
…
…
（水
平
）

人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
。

０

植
民
地
下
朝
鮮
の
「三
。
一
独
立
運
動
」
　
一
九
一
九

（大
正
八
）
年
三
月
一
日

わ
れ
ら
は
こ
こ
に
わ
が
朝
鮮
国
が
独
立
国
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
朝
鮮
人
が
自
由
民
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す

る
。
こ
れ
を
も

っ
て
世
界
万
邦
に
告
げ
、
人
類
平
等
の
大
義
れ
藪
出
し
、
こ
れ
を
も

っ
て
子
孫
万
代
に
教
え
、
　

約

民
族
自
存
の
正
当
な
る
権
利
を
永
遠
に
有
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
ギ
万
年
の
歴
史
の
権
利
に
よ
っ
て
こ
れ
を

　

繰

宣
言
し
、
二
千
万
民
衆
の
忠
誠
を
合
わ
せ
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
民
族
の
恒
久

一
筋
の
自
由
の
発
展
の
た
め
　

斡

に
こ
れ
を
主
張
し
、
人
類
の
良
心
の
発
露
に
も
と
づ
い
た
世
界
改
造
の
大
機
運
に
順
応
し
、
並
進
さ
せ
る
た
め
　

会

に
こ
れ
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
一っ筒
一Ｔんい「猥
里
ａ
朝
・
）　
レ

０
　
中
国
に
お
け
る

「
五ご
・
四し
運
動
」
　

一
九

一
九

（大
正
八
）
年
五
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
″

北
京
大
学
、
中
国
大
学
、
法
政
大
学
そ
の
他
専
門
学
校
生
徒
等
約

一
千
名
は
、
四
日
午
後

一
時
よ
り
行
列
を

一　
ヮ

組
み
、
コ
日
島
の
直
接
還
附
を
求
む
」
「
か
の
国
賊
を
誅
せ
よ
」
等
大
書
せ
る
旗
を
掲
げ
、
北
京
学
生
全
体
の
名

一叫

辞瑚練りな経脚勁」階躊響障倒］れり・場は降けれに開脇」デ詢岬日秦耐‐こむ』庫〔悧ｒけ〔勧鰤梓一剛

る
場
所
を
選
び
て
示
威
行
列
を
な
し
つ
つ
あ
り
し
が
、
午
後
五
時
、
米
国
公
使
館
を
訪
い
し
も
入
門
を
拒
ま
れ
、

転
じ
て
曹
汝
黒
氏
宅
に
到
り
、
第

一
、
第
二
の
間
を
破
り
た
る
た
め
、
多
数
の
軍
警
出
張
し
極
力
鎮
撫
中
な
り
。

首
謀
者
数
名
捕
縛
さ
れ
た
る
模
様
に
て
、
人
心
不
穏
に
赴
き
つ
つ
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
（東
京

日
日
新
聞
Ｉ

第

一
条

支
那
国
以
外
ノ
締
約
国

ハ
左
ノ
通
約
定
ス

一
、
支
那
ノ
主
権
独
立
並
其
ノ
領
土
的
及
行
政
的
保
全
ヲ
著

三
、
支
那
ノ
領
土
ヲ
通
シ
テ
一
切
ノ
国
民
ノ
商
業
及
工
業
一

第
二
条
　
一
切
ノ
国
民
ノ
商
業
及
工
業

二
対
シ
支
那

二
於
ケ
，・′

ノ
ロ
的
ヲ
以

（
テ
顎
那
国
以
外
ノ
締
約
国

ハ
左
ヲ
要
求
セ
サ
一

キ
コ
ト
フ
約
定
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

④
　
支
那
ノ
何
レ
カ
ノ
特
定
地
域

二
松
紆
商
業
上
又
ハ
経
済
上
ノ
発
展
二
関
シ
自
己
ノ
利
益
ノ
為

一
般
的
優
越
権
利
フ

（日
本
外
交
年
表
鐘
主
要
文
書
）

設
定
ス
ル
ニ
至
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
取
極

内 容
その他

西か国■約(1921:|■,I

参加国

1妊 …
仏

 J妊 …

件

I
①主力艦保有量の比率

作li7
②10年間の主力1監建造中止



大 雪
戦
の
隙
を
突
い
て

一
次
世
界
大
戦

大
陸
に
進
出
し
た
日
本

「漁
夫
の
利
」
で
手
に
入
れ
た

大
陸
進
出
と
好
景
気

１
９
１
４
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
ド
イ
ツ

を
中
心
と
す
る
同
盟
国
側
と
、
イ
ギ
リ
ス
を

中
心
と
す
る
連
合
国
（協
商
国
）
側
と
に
分
か

れ
、
第

一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。
日
本

は
、
日
英
同
盟
を
理
由
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
、
中

国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
根
拠
地
青
島
を
占
領

し
、
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
に
ま
で
支
配
を
広

げ
た
。
１
９
１
５
年
に
は
、
列
強
の
目
が
ア
ジ

ア
か
ら
そ
れ
て
い
る
隙
に
中
国
で
の
利
権
拡

大
を
図
り
、
政
情
の
不
安
定
な
哀
世
凱
政
権

に
二
十

一
カ
条
の
要
求
を
突
き
つ
け
た
。

こ
の
大
戦
は
大
陸
進
出
と
と
も
に
、
不
況

に
あ
え
ぐ
日
本
に
か
つ
て
な
い
好
景
気

（大
戦

景
を己

を
も
た
ら
し
た
。
欧
米
列
強
が
市
場

に
し
て
い
た
ア
ジ
ア
ヘ
の
輸
出
が
急
増
し
、
造

船

。
鉄
鋼
な
ど
の
重

工
業
が
急
成
長
、
多
く

の
成
金
が
生
ま
れ
た
。

一
方
で
、
１
９
１
８
年
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵

（
ロ
シ
ア
革
命
干
渉
の
た
め
軍
隊
を
派
遣
）
や

大
戦
景
気
は
物
価
の
上
昇
を
ま
ね
き
、
社
会

運
動
が
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
１

９
１
９
年
に
は
、
甲
ン
ア
革
命
や
民
族
自
決

主
義
に
影
響
さ
れ
、
朝
鮮
で
は
反
日
独
立
を

訴
え
る

三

。
一
独
立
運
動
が
、
中

国
で
は

五

・
四
運
動
が
発
生
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
の
中
国
進
出
、
ンヽ
ベ
リ
ア
出

兵
の
長
期
化
で
日
本
へ
の
警
戒
を
強
め
た
ア

メ
リ
カ
は
、
１
９
２
１
～
２
２
年
に
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
を
開
催
。
そ
の
結
果
、
日
本
は
山
東

省
に
得
た
権
益
を
中
国
へ
返
還
し
、
ンヽ
ベ
リ
ア

か
ら
も
撤
兵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1914～ 1918年

昭 和 曲 明治 江戸 安土桃山 室 町

1914年

17J第一次世界大戦開戦

lo月 日本が日英同盟を名目にドイツに

宣戦布告。

1915年

11月 日本が中国に「二十一カ条の要求」
を出す。

・ 山東省におけるドイツ権益の継承。

・ 旅順・大連の租借期限、南満州鉄道

の利権の期限を99カ年延長。

・ 中国の製鉄会社、漢冶薄公司 (かん

やひょうこんす)の日中共同経営化。

・ 中国政府に日本人顧間を設置。

「
再1中国政府が日本人顧間設置など
を除く、要求の大部分を承認。

1917年

沼
=覇 鶉1918年

11旦三日本、シベリア出兵を宣言。

lil月 第一次世界大戦終結

1919年

塑Jパリ講和会議開催
中国、二十一カ条の

要求の撤回を求め

るが失敗。

1見星朝鮮で三・一独立運動。

lo月 中国で五・四運動。  中国の反
‐―互
1吉打鷹謂
調印曇:「高

●国際連盟設立 (1920年発足 )。
●日本の旧ドイツ権益継承の承認。

同盟

ヨ ■
ロシア  フランス

巨 |■

■8■■
対

日 本

□ ■
オーストリア イタリア

をめ ぐり対立 。

…響｀
T…
…

「

町甲
機｀輩」葛 ´́

r´、、―
..=:‐
隋申甲
■■

平安  奈 良 古墳・飛鳥 弥生 縄 文

/ 樺太

鎌 倉

満 州

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巻
き
込
ん
だ

第

一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
、

日
本
は
欧
米
列
強
の
隙
を
突
き

ア
ジ
ア
で
の
影
響
力
を
拡
大
し
た
。

マ
ー

ンヽ
ヤ
ル
諸
島

マ切ザサ蜻掌］　　　　　　　ロ

ル
姉
　
　
　
　
　
　
ヵ

イ

リ

サ

メア鶏
　
　
パラオ
諸
島

アグ

←鴎商)…‥…・九調舞ょ…
‥∈国同⇒

第一次世界大戦の経過

第一次大戦期の日本 シベリア出兵 1918～22年
ロシア革命干渉のため、ア
メリカなど列国とともにシ
ベリアに軍隊を派遣。

日本軍は山東省のドイツ権益を占領した。

さんとう

山東半島

南洋諸島の委任統治

ヴェルサイユ条約により、日
本は赤道以北南洋諸島の統
治を任された。のちに太平
洋戦争の軍事拠点となる。

五・四運動 1919年

北京でのヴェリレサイ
ユ条約反対デモが

全国に広がり、日本

商品ボイコット運動
に発展した。

:… ・・ ・・

li::]]::き ヨ ::::]:第一次大戦の
国際関係

122

諸 島



□
関
東
大
震
災

首
都
圏
を
襲
つ
た

史
上
空
前
の
大
災
害

1923年

昭 和 ■だ菫1 明治  江戸  安土桃山 室町  鎌 倉  平 安  奈 良 古墳・飛鳥 弥 生  縄 文

響‐本郷区
浅草区

火 が発生した地域 |

市
本所区

神

田   1両菌
日本橋区

住家全潰率に基づいて計算された南関東全域の震度分布 (データ提

供 :鹿島建設)。 震度は東京よりも神奈川のほうが大きかつた。

京橋区

月島  |
東 京 湾

川 深川区

茨城■因

JJυじ
JJO「 )

υυυ
O」つ

死者・行方不明者数

Jl駄
り1000ノ｀

震度

‐ 7

鑢陣難6強

回 |:)埼 玉‐

●  ヽ

山梨匹 因

関
東
地
方
を
直
撃
し
た
大
地
震
で

東
京
・横
浜
は
灰
帰
に
帰
し
た
。

デ
マ
が
不
安
と
恐
怖
を
あ
お
り
、

混
乱
の
な
か
で
虐
殺
事
件
が
横
行
す
る
。

混
乱
の
さ
な
か
に

発
生
し
た
虐
殺
事
件

東
京
の
新
聞
社
や
電
信

畠
電
話
な
ど
の
通

信
網
が
壊
減
し
た
た
め
、
震
災
直
後
か
ら

「朝
鮮
人
が
暴
動
を
起
こ
し
た
」
と
い
っ
た
デ

マ
が
飛
び
交
っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
マ
は
被
災
者

を
パ
一ラ
ク
に
陥
れ
、
９
月
２
日
に
成
立
し
た

ば
か
り
の
第
２
次
雌
本
梅
兵べ
衛ぇ
内
閣
は
、
粛

厳
令
を
出
し
て
軍
隊
の
力
で
治
安
維
持
を
図

っ
一た
。
し
か
し
、
政
府
や
警
察

・
軍
の
動
き
は
、
か

え
っ
て
デ
マ
に
信
憑
性
を
与
え
た
。
武
装
し

た
民
間
の
自
警
団
や
警
察
ら
の
手
に
よ
っ
て
、

罪
も
な
い
多
数
の
朝
鮮
人
や
中
国
人
が
関
東

一
円
で
殺
さ
れ
た
。

ま
た
、
警
察
や
軍
は
混
乱
の
ど
さ
く
さ
に

乗
じ
、
理
由
を
で
っ
ち
あ
げ
て
社
会
主
義
者

ら
を
拘
束
。
労
働
運
動
家
平
沢
計
七
ら
を
殺

堂
員
亀
戸
事
件
）
、
無
政
府
主
義
者
大
杉
栄
ら

を
殺
害
（甘
粕
事
件
）
す
る
と
い
っ
た
虐
殺
事

件
を
起
こ
し
て
い
る
。

6弱    静岡

:重     ぬ
5弱未満 

´́

死
者
、
行
方
不
明
者
１０
万
人
余

壊
滅
し
た
首
都
東
京

１
９
２
３
年
９
月
１
日
午
前
「
時
５８
分
、

南
関
東

一
帯
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
大

地
震
が
襲
っ
た
。
折
悪
し
く
昼
食
時
だ
っ
た

た
め
、
各
地
で
火
の
手
が
あ
が
り
、
強
風
に
あ

お
ら
れ
て
２
日
間
東
京
を
焼
き
続
け
た
。

こ
の
関
東
大
震
災
で
、
東
京
は
都
心
か
ら

下
町
に
か
け
て
約
半
分
の
地
域
が
焼
失
し

た
。
横
浜
を
は
じ
め
、
各
地
が
壊
減
的
な
被

害
を
受
け
、
死
者
、
行
方
不
明
者
は
１０
万
人

以
上
に
の
ぼ
っ
た
。

か
ろ
う
じ
て
逃
げ
の
び
た
人
び
と
は
、
皇

居
前
広
場
や
公
園
な
ど
に
腰
を
落
ち
着
け

た
。
し
か
し
、
水
道
や
、
鉄
道

。
道
路
な
ど
の

交
通
が
断
た
れ
た
た
め
、
水
や
食
糧
へ
の
不

安
が
募
っ
た
。
警
察
や
軍
に
よ
る
配
給
が
行

わ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
騒
動

が
多
発
し
た
。

そ
の

一
方
で
、
震
災
は
東
京
が
生
ま
れ
変

わ
る
転
機
と
な
り
、
大
規
模
な
帝
都
復
興
計

画
が
進
め
ら
れ
た
。
狭
く
入
り
組
ん
で
い
た

道
路
は
、
広
く
ま
っ
す
ぐ
な
舗
装
道
路
に
整

備
さ
れ
、
耐
震
耐
火
に
優
れ
た
鉄
筋
ヨ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
ビ
ル
が
次
々
に
建
て
ら
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
被
害
総
額
６０
億
円
以
上
と
い
わ

れ
る
経
済
的
打
撃
は
大
き
く
、
一弔

一
次
世
界

大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
か
ら
続
く
不
況
に
、
追

い
討
ち
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

かけての約100kmにおよぶ。

明治以来、浅草のシンボルだった12階建ての
高層建築「凌雲閣(りょううんかく)」も倒壊した。

上野
/AN園

約40万人が避難。西郷
隆盛像は尋ね人の貼り

紙でいつぱいになつた。

震災で焼失した地域 (東京 )

皇居前広場

約50万人が避難し、バ
ラック街が形成された。

:谷 |  =二ぼ  /麹町弓

甘粕事件
9月 16日、無政府主義者大杉
栄とその妻、甥が甘粕正彦憲
兵大尉らによつて虐殺された。

陸軍被服廠跡

詰めかけた避難民は猛
火に包まれ、約4万人が
逃げ場を失つて焼死した。

亀戸事件
9月 3日、労働運動家平
沢計七ら10人が亀戸警
察署に拘束され、軍隊に
よつて虐殺された。

田
第

一
次
世
界
大
戦

日
関
東
大
震
災

震災による犠牲者数



田
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

打
倒
閥
族
政
治
！

高
揚
す
る
社
会
運
動

¨
物
梵
降
卦
叡

¨
誘
離
藤
獅
¨

(1923年 9月 関東大震災

きWヌЪ
く1924年 1月

清浦奎司
1921年
6月 ' 

く 1925年 4月

く1925年 5月

1912～ 1926年

昭 和 ll貞菫1 明 治  江 戸  安土桃山 室 町

:呈[IIく
1912年 12月 第3次桂内閣成立
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大正時代の政治史と社会運動

第一次護憲運動

尾崎行雄と犬養毅(いぬかいつよし)が中心となり、藩閥
政治を非難。国民運動として広がり、桂内閣を倒す。

吉野作造の民本主義

明治憲法を前提とした民主主義の徹底を唱え、普通

選挙による政党内閣実現などを主張した。
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↓
社会主義運動

1920年に日本社会主
義同盟が結成されたが、

翌年に禁止された。

労働運動

1920年、第1回メーデ
ーが行われ、翌年には

日本労働総同盟が発足。

農民運動

1922年、賀川豊彦ら
が日本農民組合を結成。

全国で小作争議が激化。

女性解放運動

1920年平塚らいてう
らは新婦人協会を設立

し、女性参政権を要求。

部落解放運動

1922年、被差別音5落
の住民が差別撤廃を目

的に全国水平社を結成。
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高 橋 是 清

く1918年 開 シベリア出兵を宣言

く1919年 5月 選挙法改正
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188叫 15円以上25理´
上

190眸 10円以上25理´
上

1釧韓 3円以上 25僕ダ
上

192鉾 制限なし25僕´
上
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普選運動

1920年 にかけてピーク
に達するが、原内閣は導
入に消極的だつた。

1・1%     
納税額の制限はなくな
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5.5%

20.8%

第二次護憲運動

憲政会、政友会、革新倶楽
部が、貴族院を基盤とし
た非政党内閣・清浦内閣
を非難し、総選挙に勝利。

呵‐蜘⑮督、耐懃』中
次

加
藤

高

明

第

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
の
な
か
、

力
を
つ
け
た
民
衆
は
社
会
運
動
を
展
開
。

政
党
政
治
、
普
通
選
挙
を
実
現
さ
せ
る
が
、

治
安
維
持
法
の
制
定
で
弾
圧
も
強
ま
っ
た
。

政
党
政
治
を
実
現
さ
せ
た

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

大
正
時
代
を
つ
つ
じ
て
、
並
日
通
選
挙
に
よ

る
政
党
政
治
な
ど
、
民
主
主
義
の
実
現
を
求

め
る
動
き
が
急
速
に
発
展
し
た
。
こ
の
風
潮

を
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
り
つ
。

１
９
１
２
年
末
、立
憲
政
友
会

（旧
自
由
党

系
の
政
党
）
の
尾
崎
行
雄
ら
を
中
心
に
始
ま

っ
た
第

一
次
護
憲
運
動
は
、
多
く
の
民
衆
を

搭
き
込
ん
無
た全
掴
に
広
が
り
、雌
』
（衛
肌
）

閥
に
よ
る
桂
太
郎
内
閣
を
わ
ず
か
５３
日
で
退

陣
さ
せ
た
（大
正
政
変
）
。
初
め
て
民
衆
の
力

が
内
閣
を
倒
し
た
の
で
あ
る
。

政
党
が
勢
力
を
仲
ば
し
、
民
衆
の
声
が
政

治
に
大
き
な
影
響
を
も
つ
よ
う
に
な
る
な
か

で
、
１
９
１
８
年
、
政
友
会
総
裁

原
敬
が
首

相
に
就
任
。
初
の
本
格
的
政
党
内
閣
を
組
織

し
た
。
普
選
運
動
が
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
が
、
原
は
普
選
導
入
に
反
対
。
政
党

政
治
の
腐
敗
に
慣
激
し
た
と
さ
れ
る

一
青
年

に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
非
政
党
内
閣
が
続
き
、
１
９
２
４

年
、
貴
族
院
を
背
景
と
し
た
清
浦
奎
吾
内
閣

が
成
立
す
る
と
、
ョ
疎
夕
ヽ
政
友
会
、
取
締

倶
楽
部
の
３
党
は
第
二
次
護
憲
運
動
を
展

爛
デ
総
選
挙
に
大
勝
し
、
憲
政
会
総
裁
加
酢

高
明
が
３
党
連
立
内
閣
を
組
織
し
た
。
以
後
、

１
９
３
２
年
の
五ご
・
弓
五ご
事
件
で
ヵ
都
新
内

閣
が
倒
れ
る
ま
で
、
政
党
の
総
裁
が
内
閣
を

組
織
す
る
政
党
内
閣
が
続
い
た
。

大
正
時
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
が

花
開
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
１
９
２
５
年
に
普
通
選
挙
法
が
成
立
。

２５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
子
に
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
フ」
れ
と
同
時
に
治
安

維
持
法
も
制
定
さ
れ
、
共
産
主
義
運
動
へ
の

弾
圧
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

清浦内閣成立

治安維持法公布

普通選挙法公布

普通選挙法と治安維持法
ついに普通選挙が実現したが、同時に治安維
持法が制定され、天皇制打倒を唱える共産主
義者は厳しく取り締まられるようになった。
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明治～昭和期の政治家。新聞社勤務を経て政界に入り、1890年 の第1回総選挙より25回連続で当選を果たす。第一次護憲
運動では桂内閣を打倒するなど、普選運動を推進して「憲政の神様」とよばれた。また、2度

2長
界
杏送
を
1,じ
て軍国主義や

  124フアシズムに反対し、平和主義を員いた。東京市長時代、アメリカに3000本の桜を贈つた〔


